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1．緒言 

 近年,こどもの体力低下が問題とされてい

る.運動の機会は減り,学校での授業と地域ス

ポーツクラブに集中してきている.誰もが受け

ることのできる体育の授業の不足部分を補え

る地域スポーツクラブの期待は大きく,そこで

の指導者の責任は重大であるといえよう. 

 本研究では筆者が実際に指導に携わってい

る,地域のこども対象の体操教室（以下,ＢＳＣ

体操教室とする）における跳び箱運動の指導事

例をとりあげる.そこでの恐怖心に対して,筆

者が行なった指導を運動学的に考察し,その意

義について明らかにすることを目的とする. 

2．研究方法 
 
 ＢＳＣ体操教室に通う小学校三年生の男子

児童（以下,学習者Ａとする）に対し,跳び箱の

指導を実際に行い,つまずきを解消させる. 
3．指導実践 

1）目標と課題 
 今回の指導では,今までつまずいていた跳び

箱の「開脚跳び」の恐怖心をやわらげ,スムー

ズに行えるようになることが課題である. 
 
2）学習者Ａの現状 
 当初,助走の段階で踏み切り板の前で一度立

ち止まりそれから踏み切りをすることが多く

みられた.また,跳び箱の長さと高さと当たると

痛いという恐怖心がうかがえた. 
 
 
 

3）恐怖心をやわらげる指導 
 次の表のような練習を行なった. 
 
表 1 恐怖心をやわらげる練習内容 

 練習方法 
① うさぎ跳び（かえる跳び） 

② 
うさぎ跳び（かえる跳び）で障害物

を超える練習 
③ 連続両足ジャンプ 
④ 跳び乗り跳び下り 
⑤ 実際の跳び箱での開脚跳び 
⑥ ロールマットを用いての練習 

⑦ 実際の跳び箱での開脚跳び（二回目） 

表の練習を行なったことで恐怖心がやわら

げられ,開脚跳びができるようになった. 

 

4．結論 

 今回の跳び箱運動の恐怖心は,実際に多く

みられるものであり,段階別指導や教材・教具

によって少しはやわらげられることができた

のではないだろうか. 
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